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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

近年、アカムツは福島県の底びき網漁業において重要な漁獲対象種となっており、今後の有効

活用には資源状況を把握する必要がある。アカムツの資源状況および生態を把握することを目的

とし、調査船トロール調査および漁船サンプル測定の結果を整理した。   

調査船調査によって得られた分布密度（以下、調査船 CPUE）は増加しており、新規加入が継

続して見られていることを明らかにした。また、来遊資源とされてきたアカムツであるが、透明

卵を持つ個体が確認されており、福島県沖で再生産をしている可能性がある。  

                                                                                 

（１） 解析には相馬沖 5 点（100、150、200、300、400m）、いわき沖 5 点（100、150、175、300、

500m）で調査指導船「いわき丸」が実施したトロール調査（2006～2010 年、2014 年～2019

年）のデータ、生殖腺指数（以下、GSI）の算出には漁船サンプルデータを併せて使用した。 

（２） 採取されたアカムツは各種測定を行い、調査船 CPUE、全長と GSI の関係、月別の GSI の

変動、および年別全長組成を整理した。なお、GSI は生殖腺重量÷体重×100 で求めた。 

（３） 震災前と比較して震災後は調査船 CPUE が増加傾向であった（図１）。 

（４） オスでは全長 16 ㎝以上で GSI が 1.0 を、メスでは全長 19cm 以上で GSI が 2.0 を超える個

体が出現することが明らかとなった 2）（図２）。 

（５） GSI はオスでは 6～10 月に 1.0～4.7、メスでは 6～10 月に 2.0～20.6 と高い値 2）を示す個

体が出現した（図３）。また、2020 年 10 月には透明卵を持つ雌が２個体確認された。 

（６） 2017 年以降、全長 10cm 未満の小型個体が継続的に加入していることが確認された（図４）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 底びき網漁業の漁場の有効活用を検討する際に活用できる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 漁業者、研究者、行政関係者 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 福島県海域への移出入を考慮していないことを留意する必要がある。 
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図４ 調査船調査による年別全長組成 

図 1 調査船 CPUEの年変動 
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図２ 調査船および漁船データによる雄雌別全長-GSI関係 
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図３ 調査船および漁船データによる月別 GSIの変動 

(オス：全長 16cm以上、メス：全長 19㎝以上) 

※ 折れ線は平均値を結んだもので、点は特異点を示す。 
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